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 八王子城本丸址 

http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/gorakuren/                             

囲碁の格付け         大和田囲碁同好会  井出 道明 

 

 暑い！ ・・・。立秋とはうらはらの暑さ続きにもうんざりの日々です。今夏は本当に猛暑なのか、暑

がり屋なのか・・・。気温を測定記録しているので、昨夏の記録と比較しましたが、今夏７月の平均最高

気温は３２．１℃で、昨夏のそれは３０．９℃だったので、結局１．２℃の差では暑いといえる範囲では

ない様です（大和田での自家記録）。つまりは加齢から来る抵抗力の低下が、そう感じさせたのかと結論し

ました。 

 

 高年の方や、スポーツ活動・屋外作業の人など連日熱中症のニュース。お互いに要注意ですね。「囲碁熱

中症」ならよいのですが・・・。小生も最近前かがみで背中が丸い、などと妻にいわれ、それではとスト

レッチを始めたりしています。一向に強くなれずに老化だけ“進歩”したのでは合いませんから。 

 

 私事が続き恐縮ですが、数か月ぶりに対局する相手（上手）と打って「大分上がってきたようですね」

と云われると、何となくゾクゾク気分。又逆に別の相手（もっと上手）から「相変わらず損手を先に打つ

んじゃあ・・・」といわれ、ギャフンの心境に陥ったりしています。勉強不足の賜物でしょう。 

 さて、囲碁における格付け、つまり段級位のことを少々。最近四段クラスの人が多くなったと聞きます。 

活きいき大会等での優勝者はすぐ昇格する事になっていますが、高段者には昇格基準がきびしいという事

も一因でしょう。御承知のように、アマ囲碁団体はそれぞれが違うので、プロのような絶対的な段級位は

存在しませんが、今後の課題でしょう。 

 

八王子囲碁連盟の目的 
八碁連は、八王子市内に居住する囲碁愛

好者が、囲碁を通じて親睦を図り、かつ、

健康を維持できるよう機会を提供し、福祉

の増進に寄与するとともに、棋力の向上を

図ることを目的とする。 
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 又、小生の体験になりますが、現役時代に隣接する別会社と、両工場長が奇しくも碁好きだった関係で、

双方２０人台で日曜日に対抗戦をやったことがあります（相手を変えて１人３局位）。結果は大敗で当社側

は勝率２割位に終わりました。これではと対局に出なかった人も含め、全員格下げを断行された事があり

ました。正に「井の中のかわず」だったのです。 

 さて、八碁連の今後ですが、年齢枠が廃止されて少しずつ乍ら広範囲に年代層が拡がり、他方で子ども

の囲碁教室・大会も開催され、それにつれて役員・同好会の構成の多層化が考えられます。こういう中で

大会や、格付けのあり方も多様な情報・方法も加味して変わって行くのではないか・・・。よい方向に刷

新されることを願う次第です。 

  

     第２２回 活きいき囲碁大会のご案内 

 

  長房大会 

日時   平成2４年１０月７日（日）受付 午前9時00分～9時30分 

会場   長房ふれあい館（長房町588都営長房西1号棟1階  Tel 669-1433 ） 

申込先    会長・安西実 〒193-0931城山手1-14-6   Tel 663-6212（電話かハガキ） 

申込期限 ９月２３日 

 

 川口大会 

  日時   平成2４年１０月２１日（日）受付 午前9時00分～9時30分 

会場   川口市民センター（川口町3838 川口やまゆり館内  Tel 654-0722 ） 

申込先    会長・松崎邦夫 川口町2155-2   Tel・Fax 654-5763 

申込期限 １０月７日 

 

２大会とも 

主催    各地区の囲碁同好会 

後援   日本棋院 八王子市 八王子市教育委員会 

参加資格 市内に居住している囲碁愛好者 

   ６段の人は一度優勝したらその年度他地区の大会は参加できない。 

   ７段の人は地区大会参加は３回まで、一度優勝したらその年度他地区の大会は参加できない。 

参加費  ７００円（弁当代を含む）非会員 ８００円 

競技方法 2ないし3のクラス別に行い、入賞者には賞品を進呈します。 

 

 申込方法  必ず同好会の会長を通して申し込んでください。 
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第２２回 活きいき囲碁大会の結果 

由木大会 

参加者                      ８月５日  於由木中央市民センター 

 

由木 浅川 中野 北野 長房 川口 非会員 計 

２９ ５ ２ ８ ４ ３ １３ ６４ 

 

Ａ組 ２２名（４段～７段） 

優勝：信江 峻 由木／７段  準優勝：三田 優 由木／５段  ３位：横内廣隆 浅川／４段 

Ｂ組 ２２名（初段～４段） 

優勝：北条正之 非会員／２段➝３段  準優勝：平佐田隆 北野／３段  ３位：山崎 臣 川口／３段 

Ｃ組 ２０名（７級～初段） 

優勝：筒井博 由木／初段➝２段 準優勝：近藤亮弘 長房／初段 ３位：加藤謙一郎 由木／７級 

台町大会 

参加者                  ８月１９日(日)  於 台町市民センター 

 

台町 浅川 恩方 元八 中野 大和田 石川 由木 北野 長房 川口 計 

１９ １０ １ １ １ ６ １ ３ ３ １１ ２ ５８ 

 

Ａクラス （４段～７段）２２名 

優勝：小澤美智子 長房/５段→６段  準優勝：石井忠興  川口/５段 ３位：上野純親 浅川/５段 

Ｂクラス （初段～３段）２０名 

優勝：川合義章  長房/３段→４段  準優勝：白石好伸  台町/初段 ３位：吹上吉輝  北野/３段 

Ｃクラス （５級～初段）１６名 

優勝：芦沢靖彦 長房/２級→１級  準優勝：西田誠  由木/初段 ３位：根本清  大和田/３級 
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八王子市子ども囲碁大会 

主催 八王子囲碁連盟   

 後援 八王子市教育委員会 

協力 八王子市東浅川保健福祉センター 

 

日時 平成２４年１０月１４日（日） 

受付 午前の部  ９時２０分 １３路盤競技者 

      午後の部 １３時    １９路盤競技者 

会場 東浅川保健福祉センター４階 第５集会室   

東浅川町５５１－１（高尾駅南口徒歩７分） 

電話 ０４２－６６７－１３３１ 

 

競技方法 ハンデなしのスイス方式 ３回戦 

参加資格 八王子市に在住、または通学している小学生・中学生 

定員   １３路盤・１９路盤ともに先着３２名 

参加料  無料（昼食は各自ご用意ください） 

応募要領 往復はがきに次の項目を記入して申し込む。 

① 住所 電話番号（連絡先）  ②名前（ふりがな）  ③学校名 学年 年齢  

 ④午前（１３路盤）・午後（１９路盤）を明記  ⑤その他 段級位、所属囲碁教室など 

返信面に宛名を書いて８月１日～１０月７日（必着） 

宛先  〒193-0931  八王子市台町3-22-1-121 八王子囲碁連盟 三上靖宏 

問合せ  電話 ０４２－６２５－９５２９ 三上 
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◎子どもの頃から囲碁を学ぶ効用       子ども囲碁教室指導員 三上靖宏 

         
平成18年から東浅川保健福祉センターの要請で「子ども囲碁教室」の指導を八碁連が行なって 

います。延べ何十人もの子どもさんたちに接し、子供さんたちが、囲碁を学び成長して行く姿に接し 

囲碁の効用のすばらしさを実感しております。是非子どもさんたちに囲碁を学ばして下さい！！ 

東大教授の兵頭俊夫先生は囲碁を学ぶことの効能を次のように著しています。 
 

         
1 基本を理解し、練磨して、工夫することの重要さを学ぶことができる。 

 
2 状況を判断して、自分の責任で決断し、実行したことの結果に責任を持つ習慣が付く。 

3 見ているのに見えていないことがよくあることを、自覚させてくれる。 
 

4 欲張ると破綻することを思い知らせてくれる。 
   

5 正しい大局観と正しい局所的判断の両立が出来るようになる。 
  

6 先を読む力がつく。 
      

7 考える習慣がつく。 
      

8 負ける経験ができる。 
     

         
成長期の子どもたちへの囲碁の効用を石倉昇（日本棋院棋士九段）は次のようにまとめています。 

         
  囲碁は小中学生の心の発達に大きな効果があると思います。 

  
1 コミュニケーション能力がつきます 

    

 
囲碁は相手との碁盤を挟んだ対話形式で進められるので、他人の存在を尊重する 

 
態度が出来、そのことによって、大脳の「前頭前野」が発達すると言われています。 

2 バランス感覚が身につきます。 
     

 
広い碁盤の全体に目を配りながら、広い視野を持って戦うことが身についていきます。 

 
このことは、普段の生活にも役立つようです。 

   
3 忍耐力が身につきます。 

     

 
19路盤の長丁場の対戦（約１時間の対戦ですが）を戦い抜くことは、子どもにとっては、 

 
忍耐力＝「心の持久力」がついていきます。 

    
4 答えのない世界を体験することが出来ます。 

   

 
囲碁は「あいまいさ」が大きな特徴のゲームで、自分の好みや主張を前面に出して戦って 

 
いきます。ゲームの各部分には答えはほとんどありません。 

  

 
今の日本の学校教育は、答えの決まっていることしか教えないことが課題だと言われて 

 
います。その意味で、囲碁を学ぶことは、学校教育の欠陥を補うものと思われます。 

5 マナーが身につきます。 
     

 
囲碁は,剣道や柔道のように「礼」に始まり「礼」に終わるゲームです。囲碁を学ぶことにより、 

 対戦してくれた相手の存在に感謝する心が芽生えてきます。  
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投稿 

足摺岬と囲碁の道             

 

  北野囲碁同好会 刀根正樹 

 

                       （一）   

『足摺の海の呼ぶ声 夏の雲』 

その岬に私が興味を抱いたのは、田宮虎彦の小説がきっかけである。私は高校生の時、小説「足摺岬」を読み、

深い感銘を受けたが、以来その岬の暗く不気味な影が、ずっと私につきまとう気がした。 

５０才の春、四国へ旅した。養殖魚の調査である。高松から高知へ列車に乗り、桂浜で坂本竜馬の銅像を見た

り、室戸岬に足をのばしたりして、太平洋岸をさすらった。それから西へ行き、四万十川の清流に舟を浮かべ、

魚釣りを楽しんだが、この頃から足摺岬のことがしきりに脳裡をよぎった。それは地縛霊のささやきであったか

もしれない。土佐清水で一泊し、翌日足摺岬に足をはこんでいたのである。 

その日は春がすみがただよい、青緑の海は凪いでいた。巡礼者の自殺の名所という断崖は、人肌色に輝き、甘

味でなまめかしい姿をして、私にほほえんだ。 

「竜宮城の乙姫様が、私を呼ぶようだ。海の底には、天国が待っている。」このような美しい親しみのある海

ならば、跳びこむのもまたよいかと思った。 

三陸の北山崎の断崖は、高さも足摺の二倍はあり、荒々しく恐怖を呼ぶ姿をしていた。自殺などとても考えら

れなかった。足摺岬はまるで違っていた。それは甘味でやさしく、誘惑に満ちた楽園の世界であった。 

私は断崖のそばの草地に腰をおろし、ぼんやりと海を眺めていた。人生もほぼ先が見え、健康にもかげりが出

ている。生きていることが多年面倒であった。何者かささやく声がある。「跳べ。一気に高く跳べ。」それはこの

地で自殺した巡礼の声であったろう。私はつき動かされかかったが、旅館でもらった弁当のことを思い出し、バ

ックの中をさぐった。 

最初に手にしたのは、週刊碁の新聞であった。土佐駅で何気なく買ったが、まだ読んでいなかった。私は弁当

のことを忘れて、週刊碁をひろげた。碁を楽しみ、たたかう人々の熱気が伝わって来た。人々のいとなみや、問

題や棋譜を読んでいるうちに、私は自分をとりもどした。地縛霊の気配は消え、鳥の声が快く聞こえた。 

弁当を食べ、私はゆっくり立ち上がり、あたりを歩きまわった。『ちょっと待て。とび込む前に、電話して』

下手なりに大きな字で、立札に電話番号が書いてあった。ここはやはり自殺者の霊の呼ぶ場所かと思った。それ

は恐ろしい鬼の姿ではなく、魅惑的な形でやさしく呼んでいる。私はそそくさと岬を離れた。そしてそれ以後、

この地を訪れることは二度となかったのである。 
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ロンドンオリンピックと猛暑 

                      北野囲碁同好会  安原 明  

 

今年の夏は例年以上の猛暑という予報が当たりそうですが、囲碁の会はますます盛んで何よりと思いま

す。私のオリンピックをテレビ観戦した感想を川柳で表してみました。合わせて夏の俳句をご披露いたし

ます 

共感して頂ければ幸いです。 

 

     国の名を四年に一度学びけり（開会式） 

     魚より鳥より巧み身のこなし（水泳、体操競技） 

  金メダル汗に涙の入り混じり 

  愛ちゃんに二十年目のメダルかな 

  行きはエコ帰りはビズの女子サッカー（航空機） 

  金でなく銅で五位でもよしとせり（日本のメダル数の目標） 

   

  朝からの日差しの強さホトトギス 

  夏草や旅行終えての大仕事 

  猛暑の日「所により」を願うのみ（所により雨の予報） 

  八月や立ち上りたる雲の峰 

     空蝉やブロック塀に噛り付き 

 

詰碁 

  白先白生 

 「碁経衆妙」より  三上会長提供 

 

１８１２年（文化９年）に成立した囲碁家元 

林家１１世林元美編纂によるもっとも代表的な

詰碁の古典 

 

解答は次回 
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◎第４回八碁連理事会報告 

日時  平成２４年７月２８日（土）９：００～１２：００  

 出席者 理事６名   

議案  １． 活性化実行委員会の議事録についての検討。（下記） 

      ２．子ども囲碁大会について。 

      ３．活きいき大会（由木・台町）の対応他 

 実行委員会議事録から 

１． 青少年の囲碁愛好者の育成 

（１）１０月１４日「八王子市子ども囲碁大会」を開催する。 

    （２）子ども囲碁教室の体制づくり 

（ア）囲碁指導員の育成及び組織化をはかる。 

      （イ）各地区同好会においては、指導員の育成・確保を行い地域の小中学校及び児童館・ 

学童保育所からの囲碁指導の要請に応えると共に、地域の子どもへの囲碁普及及び 

指導について積極的に働きかけを行う。 

      （ウ）囲碁指導員の講習会を実施し、囲碁指導員の育成・確保に寄与する。 

      （エ）青少年の囲碁愛好者育成は八碁連が最も力を入れなければならない重要課題である。 

   ２．研修部の運営について 

     研修部長、両研修部事務長を交えて、話し合い、次のような点で一致した。 

      （１）点数制の導入が良い。棋力の向上に役立つ。 

      （２）昇格は年２回の大会の優勝者とし、勝率による昇格は廃止する。 

      （３）大会は両研修部合同で行う。 

   ３．日本棋院支部となることについて 

     （１）現在の八碁連の個人棋院会員には、支部会員への登録移行を了解してもらう必要がある。 

     （２）八王子囲碁連盟として、登録料21,000円を支出する。 

      

   ○「子ども囲碁大会」の件はすでに理事会で決定し準備中です。 

   ○ 日本棋院の支部をつくることは、現在準備中で会員の調査、さらに新しく会員になる希望者を募って

います。希望者は支部会長を通して、三上会長に申し出てください。 

 

八王子城本丸址  八王子城は城山に築かれた戦国時代末期の典型的な山城で、１５９０年、豊臣側の

前田利家、上杉景勝によって攻め込まれ、一日で落城しました。 八王子城の城主は北条氏照でした

が、小田原城に詰めていて留守でした。現在、八王子市により城跡の整備が進められています。 

 

 

 

編集後記  活性化実行委員会がいろいろな提案をしています。これからの同好会をどのように発

展させていくか、大切な問題です。ぜひ、お読みください。 

                                                                             


